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砥石設計へのシミュレーションの活用

　みなさんは「流体シミュレーション（数値流体力学：CFD）」という言葉に馴染みがあるでしょうか。私たちが普段から目にするもの

の中には、流体シミュレーションが活用されているものが少なくありません。身近な例の一つとして天気予報が挙げられます。週間の

天候情報や台風の進路予報などに加えて、最近では時刻ごとの雨雲分布予報までもが、インターネット上から簡単にチェックするこ

とができます。流体シミュレーションが活用される他の代表的な事例としては、次のものが挙げられます。

　・空力解析：航空機や風車が受ける応力の評価

　・放熱解析：PC内部のファンやヒートシンクの放熱性能の評価

　・混合解析：ミキサーによる複数材料の混合状態の評価

　・気流解析：エアコンや空気清浄器による空気の流れの評価

　・水流解析：トイレや洗面台の水流の評価

一般的に用いられる流体シミュレーションの手法は、解析対象となる物体や空間を複数の微小な領域に分割し、それぞれの領域に

方程式をあてはめて物理量（力、熱、速度など）の計算を行うことで、全体の挙動を予測するという方法が用いられています（図1）。

　では、研削における流体シミュレーションの活用事例はどうでしょうか？円筒研削分野において、回転中の砥石表面に発生する

空気流をシミュレーションし、それによって妨げられる研削液供給の様子を検証した事例があります1。連れ回り空気流を抑制す

ることで研削液の飛散が減少し、研削液供給量の削減と研削性能の向上につながる結果が得られています。また、工作機械分野

の例として、砥石軸と軸受の隙間へのオイルの供給と温度分布をシミュレーションし、最適形状の設計に活用した事例があります2。

このように研削にも流体シミュレーションが普及しつつある現在、ノリタケでも砥石設計時の検討材料のツールとして、流体シミュ

レーションを活用できないかということに挑戦しています。今回は、研削液供給が難しい研削方式である両頭平面研削に関して、

その取り組みの一部をご紹介します。

　両頭平面研削とは、対向させた

2枚の砥石でワークを挟みながら

両端面を同時に研削し、ワークの

厚み寸法や平面度を得るための

研削方式です（図2）。研削する

ワークは、自動車部品（コンロッ

ド、ピストンリングなど）やベアリ

ング、プレート材など多種多様で

あり、それに伴ってワークの厚みや研削面積もさまざまです（図3）。

　両頭平面研削はワークの両端面を同時に加工できる高能率な研削方式です。一方で、砥石とワークの接触面積が広いため、研削

熱が発生しやすいという課題があります。また、ワークを砥石で挟み込む方式であるため、加工点への研削液供給が不足して十分

な冷却が行えない場合もあります。研削熱が過剰に発生すると、研削焼けや寸法不良といったワークの不具合のほか、熱劣化によ

る砥石の異常摩耗が生じることがあります。

　そのため、両頭平面研削用砥石は研削熱の発生を抑制するための優れた切れ味が求められます。それに加えて、発生した研削熱

を速やかに冷却して良好な加工状態を保つための、研削液の効果的な供給が求められます。今回は研削液供給の観点から、両頭

平面研削用砥石の高性能化について考えます。

湿式研削では、加工点に研削液を供給しながらワー

クを研削します。研削時における研削液には主に3つの

効果があります（表1）。研削液の供給が不十分だと研削

液の効果が十分に得られず、ワークの研削焼けや精度

不良、砥石寿命の低下などの不具合が生じます。
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表1 研削液の効果

潤滑作用

冷却作用

浸透及び洗浄作用

砥石とワークの間に浸透し、潤滑膜により砥粒の目つぶれを
減少し、砥石の寿命を延長する。

研削時に発生する加工熱を速やかに吸収し、
ワークの温度を低下させ仕上げ表面粗さ、寸法精度を維持する。

砥石の隙間に浸透して研削焼けの防止や、
砥石の気孔に堆積する切り屑を洗浄して砥石の目詰まりを防止する。
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続きをご覧になる場合は新規登録フォームからお客様情報を登録してください。




